
「関節リウマチ患者の有害事象発生時の対応調査」に関する臨床データの 

研究利用に関するお願い 

 

研究の概要・背景 

関節リウマチ(RA)の薬物治療は大きく進歩しており、メトトレキサート(MTX)を中心に生物学的

製剤、JAK阻害剤等様々な機序の薬剤が使用されています。これらの薬剤は RAにおける炎症反

応を抑え、RA治療に大きく貢献しています。しかし一方で免疫低下による感染やその他有害事

象にも注意が必要であり、適正使用をすることが治療を進めていくにあたり重要です。 

そこで、これらの薬剤を使用している患者様を対象に有害事象発生時の対応についてアンケー

ト調査を行い、その結果をもとに当院での患者様に対する指導の質を向上させることを目的と

しています。 

患者様がより良い RA治療を受けられるよう理解とご協力をお願い致します。 

 

 

試料・情報の利用目的・方法（他機関への提供を含む） 

外来待ち時間に任意・無記名にてアンケート調査を行います。 

集計結果や研究の内容は研修会や報告会等で発表されることがありますが、全ての患者様の情

報は匿名化され、個人情報は厳密に保護されます。 

実施にあたり、周知の方法として研究内容をポスター掲示し、通知公開致します。 

 

 

対象者・期間 

当院に通院されている関節リウマチ患者様のうち、メトトレキサート、自己管理型の生物学的

製剤、JAK阻害剤を使用している方で、研究期間は 2018年 9月 1日～10月 31日の 2か月間

です。 

 

 

データ利用のお願いと申し出について 

これらの臨床データは通常の診療で記録されたもので、患者さんに新たな負担はありません。

また、個人を特定できるような状態でデータを使用することはありません。本研究の目的と、

臨床データ利用に関するご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

なお、本研究に関するさらなる説明をご希望の方、また、本研究において臨床データの利用を

希望されない方は下記問い合わせ窓口にご連絡ください。研究不参加を申し出られたとしても、

患者さんが不利益を受けることは一切ありません。 

【お問い合わせ先】 

長岡赤十字病院  薬剤部 

担当： 薬剤師 佐藤洵 

〒940-2085 新潟県長岡市千秋 2-297-1 

電話：0258-28-3600(代)、FAX：0258-28-9000(代) 


